
 

「JAAF が定めている記録用紙などの様式」の 2024 年度改訂案について 

              競技会カレンダー・記録 PT  片岡典子 

 

陸連ホームページ(HP)では記録用紙を PDF と EXCEL で掲載しています。これは EXCEL をダウンロードした

際に生じる避けられないズレを確認する目的もあります。 EXCEL に競技会名や出場者名等を入力したものをプ

リントアウトして使用する場合は、PDF で記載文等が途切れてないかを必ず確認していただきますようお願いしま

す。今年度、改訂をする予定の記録用紙は以下のものです。すべてのサンプルを添付できせんので、4 月以降 HP

をご確認ください。(HP→委員会情報→競技運営委員会→「JAAF が定めている記録用紙などの様式」) 

 

1. JAAF-13 走高跳・棒高跳記録表 ・ 14 走幅跳・三段跳記録表 ・ 16 投てき種目記録表 

  ・ 抗議中の競技があった場合に対応するため、審判長記入欄を設けました。 

・ まず競技終了後記録用紙をコピーします。審判長裁定内容をコピーしたものに赤字で記入し、原本と一緒に

保管してください。13(HJ)と 16(JT)に記入例を付けましたので、参考にしてください。 

 

2. JAAF-19 監察員記録用紙 A・B・C・D 

  ・ 規則番号と条文の文言の改正に合わせて修正を入れました。 

  ・ これまでリストになかった違反規則例の追加をしました。 

  ・ 抗議中の競技があった場合に、審判長記入欄に「P」を書き入れるようにしました。 

 

  監察員記録用紙は現在、過去のスタイルに合わせて記入欄と規則を同じページにまとめた A と、記入用紙を 

独立させた C があります。 ( A・C は外水濠の図に対して、B・D は内水濠の図となっています ) 

書式 A は、記入欄のある 1 ページにすべての違反規則例をまとめるのはスペース的に不可能なため、おおよそ

の頻度に合わせて表面と裏面(または別紙)に分けて掲載しています。  

書式 C を追加したのは、記入事項が増えたことから 1 ページにまとめるのがますます難しくなったためです。 

今後は皆様からのご意見も考慮しながら、A・B を廃止して、2～3 年後をめどに C・D のみとする予定です。 

使い慣れていただくためにも、できるだけ C・D を使用するよう、ご検討ください。 

 

3. JAAF-30 日本記録・タイ記録申請書 A・B・C・D・E・F 

  ・ 日本記録公認種目の改正に合わせて、風向風力記入欄に室内で競技したことを意味するチェック欄を 

設けました。  

  ・ 申請種目についても修改正後の CR37.10 に合わせた表記となります。  ( 例 : 200msh、七種競技 sh ) 

 

4. JAAF-32 スタート記録表 

  ・ 不正スタートに対する抗議中の競技の記号として「P」を追加しました。 

 

5. JAAF-35 競技会で使用する略号例・略号例表の原本 

・ 抽選による次ラウンド進出者「qD」、抗議中の競技「P」を追加しました。                                              

  ・ 室内日本記録がなくなったこと、規則の文言の改正に合わせて改訂しました。                以  上 



 

 



 

 



 
 



 

 



 

 



 

 

 



 

 



 

 



 

 

       (JAAF-19C.2024/3)

種　　目 男　・　女 　予選　/　準決　(　　　　　)組　・　決勝

                                                                     監　察　員　記　録　用　紙  C  (外水濠)
※記入欄だけのシートです。違反事例を1ページにまとめたJAAF-19C②、またはよくある事例とその他の事例を2ページにまとめた19C③-1,2 のどちらかを参照にしてください。

競技会名 日時　　　　       　/                 :

○をつける レーン№ ビブス№  リ レ ー

規則違反 / 途中棄権       　　走→　 　   　 走

内側(レーン左側)

 ✕　 発生場所

   ▲　 監察員位置

該当する項目に✓

　　□　妨害した   □　妨害された

　　□ 妨害はなかった
該当項目に〇、必要事項を記入 　　

〔      〕周目 〔       〕m 〔      〕台目 直走路 曲走路

 監 察 員 所 見 　※ 詳 細(ユニフォームの色なども記録しておくとよい)

〔       〕歩 〔       〕ヵ所 〔       〕回 ライン 縁石 外側(レーン右側)

踏んだ 完全に内側に入った
ラインや縁石に足がかかっていない

倒した 　移動させた 出た

 

　
　

　

当該競技者の履歴　〔　YC 　／ 　L　〕〔　種目・ラウンド　　　  　　　　　　　　　〕

該当する規則〔　TR ／ CR 　　　　　　　　　　　　　 　〕      ※別紙19C②または19C③参照

報告者氏名 記入者自署

YRC  /  R C　 ( 除 外 ) 

審判長自署

※　Y C = イエローカード   　  Y R C = 2度目のイエローカード  　　   R C = レッドカード   　　  L = TR17.3.3またはTR17.3.4の適用   　　　P=抗議中で競技をした

 ※ 以下、審判長記入

上記以外の判定の根拠となる規則No.やその他の判定資料〔ビデオ映像(カメラNo.を明記)、SISなど〕

抗議中で競技をした場合ビブスNo.と「P」を記入

裁定/結果

ビブスNo.
失　格 失格としない 途中棄権 救　済

Y C  ( 警 告 )



 

 

TR 24.17

TR 24.4

妨害行為があった （詳細は所見欄に記入） TR 17.1

　合図に従わない。速やかに位置につかない TR 16.5.2
　 合図の後、音声・動作などで他の競技者を妨害し、他の競技者の不正スタートを生じさせた TR 16.5.3

不正スタート 〔　　単独種目　/　混成競技 (TR39.8.3)　　〕 TR 16.8

TR 17.5.3

直走路で自分のレーン外を曲走路で自分のレーンの外側を　踏んだ、走った、歩いた TR 17.3.2

TR 17.3

TR 17.4

規 則 No.

　合図の後で、正当な理由もなく手を挙げた、立ち上がった TR 16.5.1
「On your marks 」　または　「Set」　の

TR7.1

監　察　員　記　録　用　紙　　C　②
※違反事例を1ページにまとめたものです。   文字が小さいと感じたら③を使用してくたださい。

誠実に力を尽くして競技に参加しなかった。反スポーツマンシップ行為、不適切行為があった。

     　　                                                      規 則 違 反 内 容

TR 6.3.6

TR 17.7

TR 17.3.1

曲走路で、レーン左側の白線や走路の境界を示す縁石または白線に1回（1歩）だけ触れた

TR 17.3.4

曲走路で、走路の境界を示す縁石や白線を2回（2歩）以上踏んだ、完全に越えた

（内側に入った）または　TR17.3.4　を適用した後の2回目の違反
TR 17.3

縁石の内側に入ったあと、囲まれた状況から抜け出す際、実質的な利益があった

TR 17.3.3

TR 17.6

割り当てられたレーン以外を走った

TR 22.6.2

TR 22.6

TR 24.5

TR 24.6

TR 24.9

落としたバトンを他のチームが拾い上げたことで、落としたチームが有利になった

TR 6.3.1

TR 22.6.3

TR 22.6

TR 22.6.1

バトンパスがテイク・オーバーゾーン内で完了しなかった (オーバーゾーン)

テイク・オーバーゾーンの外からスタートした

ブレイクライン手前でレーンを離れ内側レーンに入った

足・脚が障害物をはみ出して障害物の高さより低い位置にあった

水濠のある場所で、水濠以外の地面を踏んだ(水濠の右左を問わず)
すべての障害物と水濠を越えていない

コーナートップの順に並んだあと 入れ替わった

水濠へ向かう迂回路の直線区間で走路外を踏んだ、走った、歩いた TR 17.3.2

審判長の承諾なしに、競技区域内で途中時間を知らされた
主催者が設置した供給所以外で飲食物や水を受け取った、他の競技者に飲食物・水の受け渡しを繰り返した TR 17.15.4

TR 17.14

妨

害

同一レースに参加していない者によってペースを得た。

周回遅れか、周回遅れになりそうな競技者がペースメーカーとして競技をした
転倒後、他の競技者から立ち上がることを助けしてもらう以外に、前に進むための助けを得た

レ

ー

ン

で

行

う

レ

ー

ス

で

曲走路で、レーン左側の白線や、走路の境界を示す縁石や白線に

2回（2歩）以上触れた。　または、TR17.3.3を適用した後の2回目の違反

他者や物に押されて・妨害されて、自分のレーンの外、縁石・ライン上や内側に入った

レ

ー

ン

で

行

わ

な

い

レ

ー

ス

で

曲走路で、走路の境界を示す縁石や白線を1回（1歩）だけ踏んだ、完全に越えた（内側に入った）

TR 24.9

TR 24.5

TR 24.8

TR 24.20

TR 24.21

TR 24.6

TR 24.6

TR 24.7

TR 24.19

TR 23.7.1
TR 23.7.2

TR 23.7

自分や他のレーンのハードルを〔 倒して / 移動させて 〕他の競技者に影響を与えた・妨害した

手や体、振り上げ脚の前側でハードルを　〔　　倒した　　/　　移動させた　〕

足・脚がハードルをはみ出てバーの高さより低い位置にあった

すべてのハードルを越えなかった
ハ
ー

ド

ル

共

　

　

　

　

通

助

　

力

上記以外の助力があった TR 6.3.2～5

障

害

物

リ

　

レ

　

ー

(JAAF-19C②.2024/3)

ブレイクライン手前でレーンを離れ内側レーンに入った

競技者が自らの意思でトラックから離脱した

リレー以外で走路上や走路脇にマークをつけた、物を置いた。指導したが取り除かなかった

バトンを渡し終えた競技者が他のチームを妨害した

他のチームのバトンを使った、拾い上げた

バトンを落とした際、または落としたバトンを拾う際、他のチームを妨害した

手袋をはめた、何かを手に付けた

バトンを手でもち運ばなかった
許可されている以外のマーカーを剥がすよう指導したが、従わなかった

バトンを拾い上げた後、落とした地点に戻らずにレースを再開した
バトンパスの〔 完了前に後走者／完了後に前走者 〕が落としたバトンを拾った

コーナートップ順に並んだ次走者が、内側に移動する際に他の走者を妨害した、押しのけた

競技中、競技区域内で、助力を与えたり受けたりすることを繰り返した TR 6.2
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□ 男　子 □
□ □ □ U 20 □ U 18

□ 室内(i)

生年月日

コード

コード

□
□

 JAAF ID  

□ (  □ □
□
□
□

 JAAF ID

 JAAF ID

 JAAF ID

 JAAF ID

□ □
□
□

□
□

依頼日 月 日 / 実施日 月 日

1. 記　     録 風向風力　 ＋ ・ － 　 　　　m

日本記録 日本タイ記録

日本記録・日本タイ記録申請書  Ａ　（トラック個人種目）
日本陸上競技連盟競技規則により、次の記録を申請する。

　※　該当するすべての項目の□にしるしをつける。日付は西暦。

女　子 　種　目　名

      フリガナ 　　　　　　　 登録都道府県

2. 氏       名 　　　　　年　　　　月　　　　日

  所属団体正式名 JAAF ID
(確認できれば記入)

3. 競 技 会 名

4. 記録した日 　　　　　　　　　　年　　　　　　　　　　月　　　　　　　　　日

7. 競技会運営・実施について、私は以下のことについて確認した。

写真判定装置 手動計時で使用したストップウォッチ

5. 競 技 場 名

6. 競技場・施設用器具について、私は以下のことについて確認した。

この競技場が日本陸上競技連盟の公認競技場である

競技場のすべての施設用器具が日本陸上競技連盟競技規則に則るものであり、正しく使用された

技術総務自署

)　が正しく作動し、計測された

　※　以下の確認した項目・該当するすべての項目の□にしるしをつける

（ 手動計時の場合 ） 計時順位判定表・計時記録判定表

競技が日本陸上競技連盟競技規則に則り、正しくおこなわれた

風向風力計が正しい位置に設置され、正しく作動し、計測された

これは混成競技の中で記録されたものであるが、スタートや風向風力など単独種目の条件を満たしている

混成競技審判長自署
(混成競技の場合)

トラック競技審判長自署

スタート審判長自署
(任命されている場合)

 　総　務　自　署

ドーピング検査の依頼をした。　（ オリンピック種目のみ。　U20/18・室内は不要 ）

　　　　　　(トラック競技審判長・スターター・写真判定員主任・派遣されていればＪＴＯがサインした。 装置のメーカー名・品番が明記されている)　

8. 私は上記すべてについて正しいことを確認し、以下の書類を添付して申請する。

(JAAF-30A.2024/3)

記録申請日 　　　　　　　　　年　　　　　　　月　　　　　　　日

加盟団体名/協力団体名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者自署

大会プログラム 当該レースの全記録　  ( 風向風力・ハードルの規格などを記入した )

判定写真  （  トラック競技審判長・写真判定員主任・写真判定員の３名がサインした ）　　　

ゼロコントロールテスト写真



 

 期　日　　     年  　  月      日（　 　）

競技会名

摘 要

ﾚ ｰ ﾝ 理 由 時 間

男　・　女 予　準　決 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ：

：

　　組 ：

：

男　・　女 予　準　決 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ：

：

　　組 ：

：

男　・　女 予　準　決 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ：

：

　　組 ：

：

男　・　女 予　準　決 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ：

：

　　組 ：

：

男　・　女 予　準　決 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ：

：

　　組 ：

：

男　・　女 予　準　決 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ：

：

　　組 ：

：

男　・　女 予　準　決 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ：

：

　　組 ：

：

男　・　女 予　準　決 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ：

：

　　組 ：

：

男　・　女 予　準　決 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ：

：

　　組 ：

：

男　・　女 予　準　決 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ：

：

　　組 ：

：

男　・　女 予　準　決 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ：

：

　　組 ：

：

男　・　女 予　準　決 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ：

：

　　組 ：

：

(JAAF-32. 2024/3)

失 格

ス タ ー ト 記 録 表

男 ・ 女
種 目

　　　　　　　　　　　レ　ー　ン
・不正スタート=F、注意=C、警告：１回目=YC、２回目=YRC
　YC、YRC発生時は総務に競技者ナンバーを報告し摘要欄に記載
・警告なしの失格=RC

・警告２回(YRC)による失格=RCは、失格の理由欄に記載
・抗議中の競技=P

予 準 決



 
 

競技会で使用する略号例 (2024 年度改訂) 

記録用紙やスクリーンには、次のような略号を用いて簡潔に表記する。その際、観客や競技者が意

味を理解できるように、使用する略号を説明した一覧表等をプログラムに記載する。 

１．スタートリスト・記録用紙・スクリーンなどに用いる略号（CR25.4） 

 

※備考 

① 競技者が規則違反で失格になった場合は、相当する規則番号を明記する。 

例： 「DQ TR16.8」 

「DQ FS」(以下の「3.失格の理由を示す略号の例」を使用) など 

なお「反スポーツマンシップ行為及び不適切な行為」(TR7.1)で失格になった場合はその 

理由について公式記録に明記する。 

② 「Ｑ、q」について 

 ・トラック競技の場合 （例：３組２着＋２） 

Ｑ： 各組２着以内の競技者 （ Qualified by place ） 

q : ３着以下で記録が上位の競技者２名 （ qualified by time ） 

・フィールド競技の場合 

 Ｑ： 予選通過標準記録突破者 （ Qualified by pre-set standard ） 

        q :  TR25.15 による決勝進出者（ qualified as per TR25.15 ） 

    予選通過標準記録を突破した競技者が 12 名に満たない場合、決勝進出者を 12 名とする 

ことから、予選通過標準記録突破者に「Ｑ」を、TR25.15 による決勝進出者に「q」をつける。 

P 抗議中の競技 　Competing under protest

R C 　レッドカードによる失格   Red  card

L レーン侵害(TR17.3.3、TR17.3.4)の適用 　Lane  Infringement　(TR１７．3.３、TR17.3.4)

Y C 　警　告   Yellow  card

Y R C 　2回目の警告   Second  Yellow  card

> 　ベントニー (競歩)　　              Bent  knee  (Race  Walking)

～   ロス・オブ・コンタクト(競歩)     Loss  of  contact (Race  Walking)

q R 　審判長の決定による通過者   Advanced  to  next  round  by  Referee

q J 　ジュリーの決定による通過者    Advanced  to  next  round  by Jury  of  Appeal

q 　記録による通過者　　　   qualified

qD 抽選による次ラウンド進出者   qualified　draw

r  試技放棄(離脱)(フィールド競技・混成競技)   Retired  from  competition

Q 　順位による通過者　　　   Qualified

✕ 　失敗・無効試技   Failed

━ 　パ　ス   Pass

D Q 　失　格　        Disqualified

〇 　成功・有効試技　(走高跳・棒高跳)   Cleared

D N F 　途中棄権　(トラック競技・道路競技)   Did  Not  Finish

N M 　記録なし   No  valid  trial  recorded

略　号 日　本　語　表　記 意　　味

D N S 　欠　場   Did  Not  Start

(JAAF-35①. 2024/3) 



 

 ➂ 競歩競技のベント・ニー(>)、ロス・オブ・コンタクト（～）について 

   (>)、（～）の略号は競技運営上、競技者にパドルや掲示板で示す場合や、記録用紙に違反 

マークとして使用される。電光掲示板やリザルトに失格の理由が表示される場合は、「DQ」 

と「K１～K５」(以下の「3. 失格の理由を示す略号の例」を使用)の表記などが用いられる。 

 

２．新記録などの略号例 

 

※備考④  競技会が行われる年の 12 月 31 日現在で、「Ｕ２０」は 18 歳あるいは 19 歳、 

「Ｕ１８」は 16 歳あるいは 17 歳の競技者のこと。「Ｕ２０」の記録は 19 歳以下、   

「Ｕ１８」は 17 歳以下の競技者が出した時に認定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

           C R 　選手権大会   Championship  Records

           M R 　ゴールデングランプリなど   Meet  Records

=  G R 　大会タイ記録   Equal  Game  Records      

◆ 競技会規模や性格により異なる大会記録略号の例

           G R 　国体など   Game  Records  

=  N Y 　U18日本タイ記録   Equal  National  U18  Records

　　G R      　大会記録 ◆   Game  Records      　　    

=  N J 　U20日本タイ記録   Equal  National  U20  Records

N Y R 　U18日本記録　　       National  U18  Records

=  N R 　日本タイ記録   Equal   National  Records

N J R 　U20日本記録   National  U20  Records

=  W J 　U20世界タイ記録   Equal   World   U20  Records

N R 　日本記録   National  Records

          =  W R 　世界タイ記録   Equal   World   Records

W J R 　U20世界記録　   　   World   U20  Records　　　　　

S B 　今季自己最高記録 　Season　Best

W R 　世界記録   World   Records

略　号 日 本 語 表 記 意       味

P B 　自己最高記録 　Personal　Best

(JAAF-35②. 2024/3) 



 

 

３．失格の理由を示す略号の例 

失格の理由を示す略号は、主催団体が決めてよい。 

以下はあくまでも参考例であり規則ではなく、「DQ TR16.8」のように表記してもよい。 

前述のとおり、略号を使用する場合は、観客や競技者が略号の意味を理解できるように、 

略号を説明した一覧表等をプログラムなどに記載すること。 

 

 

 

 

 

略号例

FS

Ｔ１

Ｔ２

Ｔ４

Ｔ５

Ｔ６

Ｔ７

Ｔ８

Ｔ９

Ｔ１０

Ｔ１１

Ｒ１

Ｒ２

Ｒ３

Ｋ１

Ｋ２

Ｋ３

Ｋ４

Ｋ５

　ロス・オブ・コンタクトで競歩主任が単独で失格にした TR54.4.1

　ベント・ニーで競歩主任が単独で失格にした TR54.4.1

　ロス・オブ・コンタクトで3名以上がレッドカードを出した TR54.7.1

　ベント・ニーで3名以上がレッドカードを出した TR54.7.1

　ロス・オブ・コンタクトとベント・ニーで3名以上がレッドカードを出した TR54.7.1

　テイク・オーバー・ゾーン内でバトンパスが完了しなかった TR24.7

    バトンを落とした際に規則違反があった TR24.6

　コーナートップで並んだ際に規則違反があった TR24.20または21

　自分または他のレーンのハードルを倒したり移動させて妨害した TR22.6.3

　水濠と障害物をすべて越えなかった TR23.7

　水濠と障害物を越える際に規則違反があった TR23.7.1または7.2

　ハードルをすべて越えなかった TR22.6

　足または脚がハードルをはみ出してバーの高さより低い位置にあった TR22.6.1

　手や体、振り上げ脚の前側でハードルを倒した/移動させた TR22.6.2

　TR17.3.3またはTR17.3.4を適用した後の2回目の違反 TR17.3

　ブレイクライン手前でレーンを離れ内側に入った TR17.5.3

　競技者が自らの意思でトラックから離脱した TR17.6

内　　　　容 規則番号

　不正スタート TR16.8

　他の競技者を妨害した TR17.1

(JAAF-35③．2024/3) 


